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まecentResults in Cancer Research 66 
Carcinogenic Hormones. 
Lingeman，C. H. 
Springer 
本書はNationalCancer Instituteが企画した，環境発癌についての研究グル
ープによる 2詞需のシンポジウムの記録で， 1979年に刊行された。内容は性ステ
ロイド，ことにエストログン弗jによる発癌についてで、ある。
ステロイドの単離はすで}こ半世紀前のことであり，以後ステロイド製剤は代償
療法や刺激療法に多くが開発された。合成発靖物費であるジェチノレステイルベス
トロール(以下 DE訟はステロイド構造をもっていないが， 体内のヱストログ
ンと同じ生物活性を有するので， DESがヱストロゲ、ン療法の主体となり切迫流
(およDES震などに用いられた。前立腺癌には1乳汁分搭抑制および月経不産， 
びこの燐酸塩〉が朝露効果を示している。
エストログン製剤は薬用面のみでない。北粧品に加えられ，家畜飼料に加えら
れ，食品を通じわれわれに入って来る。菌類が類叡物質を合成する。
受胎調舗にピノレが出現し，家族計画に大きな領利さを与えたが，この結果アメ
リカでは 1千万人以上の嬬人がエストロゲンとプログステロンを長期間服用して
いることと争った。
このような身近な DESなどが発癌作用を持つとしたらどうなるか。本書は現
時点でのこの問題をよくとりあげている。
次の 6つの論文が含まれている。 
1. Hormones and Hormonomimetic compounds in the Etiology of 
Cancer 
2. Pathologic E宜ectsof Oral Contraceptives 
3. Hepatic Neoplasms Associated with Contraceptive and Anabolic 
Steroids 
4. Mammary Neoplasia in Animals: Pathologic Aspects and the 
Effects of Contraceptive Steroids 
5. Abnormalities of the Genital Tract Following Stilbestrol Exposure 
lnじtero 
6. Cancer and Other Lesions in Mice Receiving Estrogen 
1.は総論といえるところで，性ホルモンの発癌における関採を歴史的にと担
あげ，発癌と関係あったホルモンが記載されている。エストログン，とくに DES
の生殖操や副性器に及ぼすものが多く，次は 3で述べられる肝に対するものであ
る。エストロゲン投与後の動物にみられる各臓器の増殖性病変の報告がまとめら
れておlJ，またジギタリスをはじめ，ホルモン作用を起し得る物震が紹介されて
いる。 
2からの数章はピノレの問題である。本書はー穀に形態学的な記載が多いが，こ
れら数章に於ても，子宮頚部，内膜，筋屠から麓，卵巣，乳線の異営が整理され
て明瞭な組織橡と共に示される。 
3の肝病変についての章は，病理学的分類に紙数がさかれており，また現在ま
で報告されたステロイドによる腫壌が総括された。これにはピルよ控アンドログ
ンによる症例が多く，私にとっては大きな警告となった。とくにこの章のみでな
いが一般に本書のごとく retrospectiveの方法で研究された結果を更に前進させ
み
るためには，今後多くの観察が必要となろう。本書中にも述べられているように， 
rル援用者の登録や健康診新が望まれる。 
5にある DES援用妊婦からの女克に平均18年後に見られた腫癌は， DESの
及ぼす彰響をあらためて見直させることだろう。悪性彊蕩のみでなく良性変北が
更に多く見られることがよくまとめられている。
以上紹介したものの他に，本書には内因性エストロゲンと発癌との関係や動物
種属聞の差などいくつかの間題もまとめられている。?生ホノレモンと関係ある臨床
家以外に，癌研究者もまた一考させられるだろう。(島時津)
〔千葉医学 56，48，1980) 
